けた ささや 

婦人 は 低い 声で 桁の 多い 数字 を 囁 いた。 

「_ —— しかし 事 は 完全に 処置され る こと を 条件と いた 

します」 

「彼に 死 を 与える か、 それとも 完全に 約束させる かの 

どっち かです が、 果して 彼が 完全に 約束 を 守る ような 

男 かどう か —— おお、 それにつ いて、 一体、 かの 男 は 

奥様と どういう ご 関係の 人物で あるか、 それにつ いて 

お話し 願いたい のです が …… 」 

探偵 は、 機会が 到来した と 思って、 始めから 知りた 

かった 問題に とりついた。 が、 その 結果 は 香し くな 

かった。 



です わ。 この 世間の 評判 は、 どこか 間違って いると こ 

ろが ございまして」 

「過分のお 言葉 でございます。 とにかく 早速 ご 依頼の 

仕事に とりかかる ことと いたしまして、 只 一 つお 伺い 

いたし ますこと は、 甚だ 失礼で ございま すが、 御 つれ 

あい 様との ご 情 合 は) J 円満で ございま しょうか」 

女 客 は 嘲笑の 色 を 浮べた が、 それ は 反射的の ものら 

しく、 すぐさま その 色 は 消えた。 

「は あ、 至極 円満 …… つれあい は あたくし を 非常に 愛 

し、 そして 非常に 大切に して くれて 居ります」 

「あなた さまの 方 は 如何です、 おつれ あい 様に 対し ま 



ざいましょう が、 桝形 探険 隊は 今から 六 年 前の 昭和 四 

十六 年 夏に 火星 探険に 出発し まして、 地球 を 放れて い 

ますこと 五 年 あまり、 今年の 秋に 地球へ 戻って まいり 

ました。 これ だけ 申 上げれば、 あたくし が こんど 始め 

て 家庭 を 持った こと を 信じて いただけ ると 存じます が、 

いかがで ございましよう。 実際 あたくし は、 あの人と 

知り合つ てから 六 年間と いう 永い 間 を 孤独のう ちに 待 

たされた の でございます」 

「イカリ. ェ イジと 仰 有い ましたね」 

探偵の 質問 は、 燃え あがる 女 客に 注いだ 一 杯の 水で 

あった。 だが 帆 村と して は、 そんなつ もりでした こと 



「僕 は みんな 聞いて いました がね え」 と 蜂 葉 は 壁に は 

め こみに なって いる 応接室 直通の テレビジョン 装置 を 

指し、 「おじさん は 今の 女に 惚れて いるんで すか」 

物に さっぱり 動じない 老 探偵で はあった が、 彼の 甥 

だけ は老 探偵の 目 をむ かせる 特技 を 持って いた。 —— - 

帆 村 は 目 を 大きく むいて 失笑した。 

「惚れて いると は …… よく まあ そんな 下品な 言葉 を 発 

し、 下品な こと を 考える もんだ。 今の 若い者の 無軌道 _ 

挨拶の 言葉がない ね」 

「だって、 そういう 結論が 出て 来る でしよう。 おじさ 

ま は 今のお 客さん から 当然 聞き出さなくて はならない 



もあって、 人々 は 自分の 好む 通路 を 選んで 入る ことが 

出来る。 —— それだけに 探偵 商売に は 厄介だった。 

「来たね。 ふうん。 これ は あの あたりから 入り こむ の 

、、ゝ ヽヽ r- ノヽ 一 

力 レレ、 らし レ」 

老 探偵の 直感 は、 多年み がき を かけられ たもの だけ 

に 凄い ほどだった。 甥 は、 いざと なれば、 すぐ 伯父の 

前へ とび 出して、 相手 を 撃ち 倒す だけの 心が まえ をし 

て、 しずかに ついて 行く。 

地中に 眼鏡橋が 曲 つてつ いてい る —— ような 通路が 

ついて、 奥の 方へ 曲って 入り こんでいる。 が、 天井に 

は ガス 放電 灯が 青白い 光 を 放って、 視力の 衰えた 者に 



碇曳 冶の 憤った 面が、 幕 面に とび 出して 来た。 

「折角 だが、 そんな 金 は 貰いません よ。 送り返して 下 

さい。 僕 はそんな に 礼讃され る 男 じ やない。 放ってお 

いてく ださい。 そして 僕の こと を 探険 隊員と して 新聞 

でよ けいな 報道 をす る こと はもうよ して 下さい。 甚だ 

迷惑 だ」 

碇が 電話を切ろう としたの を、 傍に いた シズカ 夫人 

がその 手 をお さえて、 代りに 電話に 出た。 

「どうも 何とも 申 訳ありません。 あのひと は 非常な 

けんそん か 

謙遜 家で) /ざいまして、 このごろ では 自分 を 英雄と し 

て 宣伝され る こと をた い へ ん 嫌つ て 居り ますんで すの 



よ。 新聞社の 方へ は、 あたくし が 代りに 伺いまして、 

お詫び やらお 礼 を 申 上げます から、 どうかお 気 を 悪く 

なさらな いように」 

「いや、 気 は 悪く して はいません が、 ファンの 手紙と 

金 は 受取って 下さい。 じゃあ 郵便で そっちへ お送りし 

ましょう」 

老 探偵の 合図に よって、 テレビ 会見 は 終幕と なった _ 

器械 をし まって、 足音 を 忍んで、 アバ— トの前 を 立ち 

のいた。 

下りの 坂道に かかった とき、 蜂 葉 はもう 辛抱が 出来 

むごんぎ よう 

ない という 風に、 無言 行の 伯父に 呼びかけた。 



「今の 僕の やり方で よかったです か」 

「結, だ つ さ 

「そんなら いいが …… しかしお じさ ま、 あれ だけで は 

碇に 怒鳴りつ けられた だけで、 さっぱり 収穫 はない 

じ やないで すか」 

「君 はそう 思う かね」 老 探偵 は 唇 を ぐっとへの 字に 曲 

げた。 「私 はいろ いろと 新しい こと を 知った」 

「え、 新しい こと をです か。 どんな ことです。 それ は 

…：- J 

まさ 

「君に も 分って いると 思 うんだ が、 あの 二人 は 正に 同 

居して いた こと」 



「そんな ことなら 僕 だ つ て 分る …… 」 

「それから シズカ 夫人 は 碇氏を 誇りと している こと。 

ところが 碇氏 はそう でなくて、 探険 隊員の ことで 宣伝 

いや 

される の を 厭が つ ている こと この ことが 私に は最 

も 大きな 収穫だった。 それによ つて 私 は、 これからす 

ぐに 訪問し なければ ならない 所が 出来た」 

「面白いで すね。 どこへ でもお 供し ます。 しかしお じ 

さま。 事件の 本筋 を 離れ るん じゃありません か。 だつ 

て碇 氏の 方の こと を 調べた つて、 シズカ 夫人に つけ ま 

とう 恐ろしい 顔の 男の 方 は 解決され な いでし ようから 

…：- J 



r;u 录必录 

ま 19 力 た 

桝形 探険 隊 事務所で は、 帆 村た ち を、 防弾 天井 越し 

に 青空の 見える 円天井 広間へ 招じ入れた。 

桝形 隊長 は、 帆 村と は 前々 から 或る 仕事に 関して 同 

僚であった ことがあり、 しかも その 当時 帆 村の 並々 な 

らぬ 尽力に よって、 彼が 危機 を 救われた こと もあって、 

帆 村に 対して は 最大 級の 礼 を も つ てし なければ ならな 

い 立場に あった。 だが、 彼が 心の底から 帆 村に 感謝し 

ている かどう か、 それ は 分った もので ない。 こういう 



そうとし なか つ た。 

「どうも 変 だね。 始めの 方に は、 隊員 名簿の 中に 碇曳 

治の 名がない、 途中から 以後に は 彼の 名が ある。 これ 

はどうい うわけ かね」 

「はは はは。 そんな ことかい。 名探偵に それ 位の こと 

が 分らない のか」 

「最初の 隊員 総数 三十 九 名。 帰還した ときには 四十 名 

となって いる。 碇曳治 は、 始めつ け 落されて いる。 な 

ぜ だろう。 隊長た る 君が 勘定から 洩らして いる 隊員。 

ああ、 そうか 碇曳治 は 密航者 なんだ。 そうだろう」 

「もちろん、 そういう ことになる I 



桝形は 冷静 を 装って、 事 も なげに 言った。 帆 村 は そ 

れには 目 も くれず、 立 上って 別の 書類 を 棚から 下ろし 

て 来た。 それ は 「航空 日誌」 であった。 彼 は 最初の 頁 

から、 熱心に 目 を 落として 行った。 

「あった。 〇 八月 三日 (第三 日) 総員 起シノ 直前、 第 

五 倉 通路 ニ於テ 密航者 ヲ 発見 ス。 随分 簡単な 記録 だ。 

それから 後 は …… 」 

帆 村 は 頁の 上 を 指先で 突きながら、 先 を さぐって 

行った。 同じ 日の 終りの 方に、 もう 一 つ 記事が あった。 

「各部 長 会議 ハ 食糧、 空気、 燃料 等ノ 在庫 数量 ヲ再検 

討シ タル 結果、 隊員 ヲ 今一 名 増員 可能 ト認 ムル者 五名、 



不可能 ト認ム ル者四 名 トナリ タリ。 (数字 抹消) 事ハ 

ちゅうせん 

決 マリ タリ。 抽籤 ノ 結果、 碇 曳治ヲ 隊員 第 四十 号ト 

シテ 登録 スルコ トヲ、 本会議 ハ 承認 セリ。 余事 ハ 

まじり かわ 

交 川 博士 二 一 任シ、 処理 セシ ム。 —— なるほど、 三日 

目に 碇は 隊員の 資格 を 得た んだ。 そして 定員 は 三十 九 

名から 一 名 増加して 四十 名に なつたん だ」 

桝 形の 目が、 凍りつ いたよう に 帆 村の 横顔 を 見て い 

る。 帆 村 は 相 変らず そんな ことに は 無礼者 だ。 (彼の 

甥が、 忠実なる 監視 灯の 役目 をつ とめて、 情報 を 靴の 

音で 知らせて いる) 

「この 日誌の 文句 は 写して 置こう」 



「そのと おりだ。 実際 彼の 活躍ぶ り は …… 」 

と、 桝形は 俄かに 雄弁に なり、 あの 当時の こと を 永々 

と 喋り 出した。 帆 村 はふん ふんと、 しきりに 感心して 

いる。 しかし 彼の 手 は、 別冊の 頁 をし きりに 開いて い 

た。 それ は 交 川 博士の 手記に かかる 「通信 部 報告書」 

だった。 同じ 八月 三日の 記載に、 次の ような 文句が 

あった。 

「 …… 密航者 一 名ヲ 法規 二 照シテ 処理 ス。 一 一十三 時 五 

分 開始、 同 五十 五分 終了」 

それから その 欄外に 鉛筆 書で 「23XSY」 〃畜生、 イカ 

サマだ 云々/ 「要 警戒 勝者」 と、 三つの 文句が 横 書に 



なって いる。 帆 村の 顔 は 硬ば つた。 

「密航者 は 一名 かと 思ったら、 そうじゃ なく、 二 名 居 

たんだね ご 

帆 村 は 叫んだ。 

「君の 解釈 は 自由 だ」 

桝形は 太々 しく 言い放った。 

「ちゃんと ここに 書いて ある。 この 『通信 部 報告書』 

ひっせき 

に。 これ は 交 川 博士の 筆蹟 だ」 

帆 村 は 「密航者 一 名ヲ 法規 二 照 ラシ テ 処理 ス 云々」 

のと ころ を 指した。 そのと き 別の 書類が、 欄外の 鉛筆 

書きの 文字 を隠& していた。 それ は 偶然 か 故意 か、 明 



らか ではない。 

「これ を 読んで から、 もう 一 度 『航空 日誌』 に 戻る と、 

密航者が 二 名あった ことが はっきり 推定され る。 なか 

ずる 

なか 狡い II いや、 巧妙な 記載 だね」 

桝形は 帆 村の 言葉 を 聞き流し ている。 

「抽籤で、 碇曳 治が 流星 号の 中に 残される ことと なつ 

た。 そして 他の 一名 は、 法規に 照らして 交 川 博士の 手 

により 処理され た。 それに 違いない。 —— 他の 一 名 は 

何者か。 どういう 処理 をした のか。 説明して 貰えない 

かしら」 

ま 力 

「その 判断 は 君の 常識に 委 そう」 



「分って いる こと は、 姓名 不詳の 密航者 は 流星 号の 中 

に 停る こと を 許されず、 その 日の 二十 三時に、 外へ 追 

放され たんだ。 そうだね。 それ は 死 を 意味す るの か 

ね」 

「艇 外の ことにつ いて、 僕 は 責任 を 持って いないんだ。 

だから どうな つた か 知らない」 

き ゆ うだ ん 

「それ はどう かと 思う が、 しかし 今 君 を 糾弾す るつ 

もり はない。 僕の 知りた いのは、 姓名 不詳 氏が どう 処 

理 された かとい うこと だ。 交 川 博士に 聞けば 分 るんだ 

が、 博士 は 今 何処に II 」 といい かけて 帆 村 は 突然 電 

ふる 

撃 を 受けた よ う に ぶ るぶ ると 慄 えた。 「 …… 交 川 博士 



深夜の S 道 



帆 村 は 甥と 共に、 そこ を 引 揚げて 彼の 事務所へ 戻つ 

た。 

若い 甥 は、 帆 村 を そっちの けに 昂奮して いた。 帆 村 

は それ を しきりにな だめながら 順々 に 仕事 を つづけて 

いった。 

「こう なれば、 谷間 シ ズカ 夫人の 事件な ん か 後 ま わ し 

にす るんで すね」 



坂 を 昇り 切ろうと したと き、 帆 村 は 甥に 合図 をした _ 

二人 は 突然 足 を 停める と、 左へ 向き を かえた。 蜂 葉 

が、 あたり 五メ— トル 四方が 満月の 下 ほどの 明るさに 

なる 照明 灯 を 点じた。 帆 村の 姿 も 蜂 葉の 姿 も、 光の 中 

に むきだしであった。 蜂 葉の 手に 光って いる ピストル 

までが …… 。 

「静かに、 静かに。 あなたが 逃げなければ、 ピストル 

は 撃ちません」 

老 探偵 は、 圧しつ ける ような 調子で、 自分に 向い合つ 

ている 醜怪 なる 顔の 男に 呼びかけた。 彼 は 壁の 奥に 貼 

りつ けられた ようになつ ている。 汚い 帽子の 鰐の 下 か 



ら、 節穴の ような 両眼 を 光らせ、 歪んだ 口 を 引裂け る 

ほど 開いて 歯 をむ き 出して いる …… 

「木 田 健 一さん。 あなたの こと はよ く 知ってい ますよ。 

そうか 

無電 局 23 XSY の 技師の 草 加 君から、 みんな 聞き ま 

したよ。 あなたの 不運と 不幸に 心から 同情し ます」 

老 探偵の この 言葉に、 その 男の 醜 怪な顔 は、 奇妙な 

表情に 変った。 感情が 動いた ので ある。 

「私たち はこれ から あなたと 御 一緒に、 この 上の 家へ 

参りたい と 思います。 そして 私たち は、 徹頭徹尾、 あ 

なた の 味方と して、 あなたに お手伝い したいと 思う の 

です。 承知して 下さる でしよう」 



「待て、 ムサシ 君。 もう 遅い の だ」 

帆 村の 声 は 平常に 戻って いた。 

「なにが 遅い というの です」 

「射殺され たの だよ。 あの 男が …… 」 

「あの 男と は？」 

「碇曳 治が 射殺され たんだ」 帆 村 は それから 木 田の 肩 

へ 手 をお いた。 「木 田さん。 あなたが 恨み をい いた 

かった 人 は、 一足違いで、 死骸に なって しまった らし 

いです よ。 あなた は 不満 かも 知れない が、 約束 ごとと 

思って 諦めて 下さい」 

木 田 は 奇声 を あげて、 身体 をが たがた 慄 わせて いる _ 



して かねて 連絡の ついている 23XSY 無電 局 を 呼び 

出し、 木 田の 身体 を 電気 的に 分解して その 局 あて 電送 

したの だ。 この 作業が すんだ のが 午後 十 一 時 五十 五分 

で、 五十 分かかった わけ だ。 序 だからい うが、 私 はこ 

れを 『通信 部 報告書』 で 読んだ が、 そのと きに これが 

一 つの 手懸リ であるのに 気がついた。 なぜと いって、 

もしも 木 田に 落下傘 をつ けさせて 艇 外へ 放出す るの な 

ら、 こんなに 五十 分 間 も かかる はず はない。 だから こ 

ん なに 手間取つ たの は、 それで はない 処理が とられた 

のに 違いない。 一体 それ は 何だろう という 疑いに なり、 

それから 報告書の 欄外に ある 博士の 鉛筆 書きの 文字に 



注意 を 向けた のだった。 

23XSY という 記号 は、 すぐ 無電 局 名 だと 分った _ 

"いかさま だ， というの はよ く 分らなかった が、 これ は 

こんど 木 田 氏から 親しく 話 を 聞く ことが 出来た。 「要 

警戒 勝者」 という 文字から は、 気の毒な 博士の 最期の 

こと を 連想 させた。 これ は 私の 勘 だが ね。 君の 軽蔑す 

る あれさ。 それ は ともかくも、 私 はこれ に 気がついた 

ので、 これ は 大変な 事件 だと 思い その 筋へ 報告して 置 

いたんだ が、 あの 日 私たちが 一足 遅れに なって しまつ 

た。 

木 田 氏の 身体 は 23 XSY 無電 局で 受信せられ、 再 



しい 美 青年に 戻る ことが 出来た そうで ある。 

昭和 も 五十 何年 だから、 こんな ことが 出来る。 三十 

年 前に は、 夢にも 思いつかなかった こと だ。 そうで は 

、^ク 

る レカ 
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